
＜日本史探究4＞室町時代⑤～室町文化～教科書：P125~P133
南北朝文化（室町夜期） 北山文化（室町前期）東山文化（室町中期）戦国期の文化（室町後期）
①14C中ごろの文化 ① 14C後半~15c初めの文化 ①15C中ごろ~15C後半の文化 ① 16c前半の文化
②派手・ぜいたくを意味する ②（2.公家・武家）文化の融合②（4）宗の影響を受けた②（5.応にの乱）による文化
「1.バサラ」と呼ばれる武士が③（3.臨済）宗の保護による商素でシブい”文化 の地方波及
インフルエンサー 禅宗文化の発達 ③民来が文化の担い手
歴史書・軍記物・者職故員 学間 文学・教 育

んのうしょと き
①'6.神身正統記』 ①（65.M）文学の流行

いちじょ①＜20.策貨>の活躍①朱子学の地方への広がり
きたまたけちかぶこ 南朝 じっさつ

by＜7. 北畠親房 > サイド →五山・十約の制の下で栄える 『21. 公庫積源』：有職故実書 ・五山の南禅寺の禅の
ますかがみ ぜ。

②『8.増鏡』
かい ちゅうし、

公家サイド ＜16.絶海中津 >＞ 五山文学の 22.花茶講出源氏替＜28.程産構＞が肥後、
③『9.接松議』→北朝サイド さとうしゅうしん

＜17．義堂周＞」 双璧 『23 構談活美』政治意見書 薩摩へ移り、（29.薩学派）の

@『o.大学部』→報サイド◎『8難大平記』（402年） 1 9代将軍義へ 祖となった。

by＜19. 今川賞中＞ ②（24 足利学校）の再興

by 人に.後醍醐＞③"27度前程業』教科き by＜25.主難>
②『1.職煮歩』 1武士の子弟の教育に

→のちに、サビエルが厳業の大学」
とヨーロッパに紹介

by ＜ 4.北畠親房＞ 用いられた ③『26、★集』：日用語の辞書
画

（30.水画1←禅僧により伝わる 日本的な30の完成 まさのぶ もとのぶ
＜37．狩野正宿・岩倉＞が

ひようねん

＜3.如払＞『32瓢鮎図』＜35.雪弁＞←明で技法学ぶ付野派を確立（大絵＋30）

＜33.o＞・＜.＞ ＜38.土佐光信：がナ伝派確立
（伝統的な大和絵）



南北朝文化（14C中ごろ）北山文化（14C後半～15c初め）東山文化（15C中ごろ～15C後米）戦国期の文化（16c初め）
熊・茶道・花道・連歌・その他芸能・文芸

（39.甾薬）・豊作願の祭れて＜4！阿弥＞・＜々世間弥＞
（40. 猿薬）・寺社に奉納する法 父子が（43.能）を完成←

『4国委花伝』：43の理論書

セットで演じられるようになったのが

（46.程警）！

（47.楽等谷）という茶会が盛んに！（49.薬の湯）の流行

→茶を飲み比べて産地を当てて 豪華な姿所を作り、茶会を

賭け戦を争う（48.闘茶） 楽しむ！

が流行
・生け花の流行

精神を取り入れて、茶室で心の

たけの じょうおう

＜52.武野紹鴎＞が
受け繰ぐ

静けさをあめる（51.選素）を食は
とこ たてはな

床の間を飾る立花様式が定まり、
＜53.池城期間＞が活躍

＜※三茶資量＞販1上の旬と下の句を別の人が交互にませ了。一タ景紙が ＜61.（躊景鑑＞はより
の地位を上げる（←和歌と対等になる） （58.正嵐連歌）を確立 庶民的な（62件書連歌）を食出

『古致集』：連歌集の最初 『B新棄費致接業』 『3.笑験接集』
『56応愛新装』：連歌の規則書 ・最後57に（00.古参信接）

・華やかなコスプレをして集団で踊る（64.嵐流）が、念仏踊りと結びついて、現在につながる

（65.盆踊り）へ発展した。
・民間で歌われた（66.小歌）
の歌集である『67、開学業』が焼さ

・（68.街補費学）の流行
絵が入った短編物語。
『物くさ太郎』『一寸法師』4と



新仏教数の の発展 と神道 思想
南北朝文化（14中ごろ）北山文化（14c後半～15初め）東山文化（15C中ごろ～半）！戦国期の文化（16c初め）

臨①室町幕府の保護 ・義満、葉の管等の制に！ 属さない禅宗諸派である！
③尊氏、禅僧のくて悪器＞ならって（3玉・千乳の制）（5.株）は民間布教へ！
を乗り、（2.美龍寺）を造営 を整備、（4.→禅寺）を五山の上 （16.笑徳寺）の

済
◎（3.五山・＋刺の制）：五山を最高とし、＋料をそれにつぐ自とする

＜17株禁維＞が有名

京都五山：（5.天龍）・（6.指国）・（7運）・（8東福）・（9.J）の5寺
宗 鎌倉五山：（10.種賞）・（1.賞）・（12.美福）・（1日¥番）・（4）各か）の5

くは、蓮如＞（応にの乱頃）か23に敗出し、山科本原寺破却
神道

ねねとも

＜26.吉田兼側＞は
んぽんぶりじゃ
神本仏述説（神＞仏）
に基づき、神道を中心に
儒教・仏教を統合しようと
する（27.唯一神道）を
「完成した！

・越前の（19．講道場を点→（24.石山本原寺】（大阪）
→北陸・東海・畿内に広まる が本拠地に

・農民の趣群の結合を利用して

：（20.講）を組織し、易しい文章の

（21.個受）で教えを説いた

1っしょうちごくそ＜22.日類＞『出過論』 -（23.法華に・▶）（1532~36）

6代浜軍義数の頃、京都の商工 京都町象の倍者が、一向一揆に
蓮 業者［町来］へ広まり、他宗と論戦 対応して出本願寺を焼打ち

（25.美法華の乱】（1532）
宗 延暦寺と衝突し、焼打ちを

受けて、一時京都を追われた



建 と

南北朝文化（14C中ごろ） 北山文化（4C後半~15c前半）東山文化（15C中ごろ~15c米）
①数は・賞業国ことに事・塔！①（33産）（24金間）①（36熱洋（3銀間） （39.書院造♪
を建立

りしょうとう→（28.愛¥）（297年） by ＜35.足利義満＞ by ＜38.足利義政＞ 寝殿造を母体とし、軽装・

と命名（1345年） 1.2層が寝殿造風 1層が（39.善廃選） 棚・善施を持ち、横解
3層が禅宗様 2層が禅宗様 部障子を用い、♥を全面に

さいほう
138の唐斎

②（30.産等）庭園（1337年）1
敷きつめている。

とうじんさい
1②（40. 東求堂同仁斎）：39の無型例

（3l.天龍寺）庭園（1345年頃） かれさんすい 1砂と石だけでる
③（41.枯山水）の様式による庭園が造られた！

by ＜32.夢窓疎石＞
（2つとも）

（代東例）（藤安等若庭）・実徳寺実習記菌

・その他重要キーワード
①室町幕府は禅僧管理を委ねた役職として（43層録）を置き、その初代にく*春野＞を任命した（1379年）
②（45.出展）：京都五山・鎌倉五山を中心に出版された書籍
③（46．尚崩策）・蜂軍に芸能・技能をもって仕えた者
（有名な人）能の鶴高菜・世間新、河原者と呼ばれてた作庭のくれて善岡弥＞、水墨画・連歌の能阿気など

④猿楽の専門集団が各地で生まれ、笑着国では着手・著名神社に奉仕する新西産が活動！
→結路を本拠とした（48.観桜産）・外の（10室産）・環員の（切0.前産）・音機の（51春産）

1観阿・世阿弥父子は、脚本である（52.謡）を著し、義満の保護を受け、発展


